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補足説明資料 11－１（１１条） 

 

 





補 11-1-1 
 

 

 

屋外タンク等の容量について 

 

１．はじめに 

  再処理事業所の敷地内にある屋外タンク等の溢水により，防

護対象建屋へ影響を与えるおそれのあるタンク等の容量を第

１表に示す。 

 

  屋外タンク等の配置は，補足説明資料 11-2，屋外タンク等

の溢水による影響評価は，補足説明資料 11-3 に示す。 

  



補 11-1-2 

第１表 溢水影響のあるタンク等の容量

№ 建 屋 ・設 備 名 称 機 器 番 号 機 器 名 称
保 有 量

(m3)  

1  開 閉 所

CLR-D1 
構 内 電 源 設 備 現 流 リア

クトルＤ１
5.2 

CLR-D2 
構 内 電 源 設 備 現 流 リア

クトルＤ２
5.2 

2  常 用 冷 却 水 設 備 冷 却 塔 367.0 

3  常 用 冷 却 水 設 備 散 水 用 水 貯 槽 160.0 

4  ボイラ用 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 所
燃 料 油 貯 蔵 タンクＡ 2,000.0 

燃 料 油 貯 蔵 タンクＢ 2,000.0 

5  ボイラ用 燃 料 貯 蔵 所
燃 料 油 サービスタンクＡ 150.0 

燃 料 油 サービスタンクＢ 150.0 

6  工 業 用 水 施 設

ろ過 水 貯 槽 2,500.0 

飲 料 水 貯 槽 1,000.0 

純 水 貯 槽 A 1,000.0 

純 水 貯 槽 B 1,000.0 

7  工 業 用 水 施 設 飲 料 水 増 設 貯 槽 150.0 

8  D/G 燃 料 油 受 入 貯 蔵 所

燃 料 油 貯 槽 タンクＡ 50.0 

燃 料 油 貯 槽 タンクＢ 50.0 

燃 料 油 貯 槽 タンクＣ 50.0 

燃 料 油 貯 槽 タンクＤ 50.0 

9  先 行 用 常 用 冷 却 水 製 造 設 備
冷 却 塔 4.9 

膨 張 槽 0.3 

10  運 転 予 備 用 冷 却 水 設 備 冷 却 塔 13.2 

11  ユーティリティ施 設
冷 却 塔 25 

膨 張 槽 0.7 

12  ユーティリティ施 設
１号 受 電 変 圧 器 24.0 

２号 受 電 変 圧 器 24.0 

13  第 ２ユーティリティ施 設
３号 受 電 変 圧 器 24.0 

４号 受 電 変 圧 器 24.0 

14  第 ２ユーティリティ施 設 冷 却 塔 Ａ～Ｄ 9.0 

15  再 処 理 事 務 所  西 棟 受 水 槽 50.0 

16  非 常 用 電 源 建 屋 冷 却 水 設 備
冷 却 塔 A 26.0 

冷 却 塔 B 24.0 

17  冷 却 水 設 備 安 全 冷 却 水 A 冷 却 塔 328.3 

18  冷 却 水 設 備 安 全 冷 却 水 B 冷 却 塔 546.9 

19  
使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯 蔵 施

設 用 冷 却 水 設 備  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 A 50.0 

膨 張 槽 A 15 

20  
使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯 蔵 施

設 用 冷 却 水 設 備  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 B 50.0 

膨 張 槽 B 15 

21  原 水 ポンプ建 屋 貯 水 槽 10,000.0 

22  旧 バッチャープラント － 貯 水 地 13,275.0 

合 計 35,216 .7  

以 上
に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。
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補足説明資料１１－２（１１条）





補 11-2-1 

屋外タンク等の配置について

１．はじめに

 再処理事業所の敷地（第１図）内にある屋外タンク等の溢水

により，溢水防護建屋へ影響を与えるおそれのあるタンク等の

配置図を第２図に示す。また，主な現地の状況を「別紙」に示

す。 

 屋外タンク等の容量は，補足説明資料 11-1，屋外タンク等

の溢水による影響評価は，補足説明資料 11-3 に示す。 



補 11-2-2 

第１図 再処理事業所 敷地の概況図



補 11-2-3 

第２図 屋外タンク等の配置図



補 11-2-4 

別紙

１．Ｇ１ 開閉所：構内電源設備現流リアクトルＤ１／Ｄ２

［CLR-D1/D2］

２．Ｇ２ 常用冷却水設備：冷却塔［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-5 

３．Ｇ２ 常用冷却水設備：散水用水貯槽［ ］

４．Ｇ３ ボイラ用燃料受入れ・貯蔵所： 

燃料油貯蔵タンクＡ／Ｂ［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点  か ら 公  開 で  き ま  せ ん 。



補 11-2-6 

５．Ｇ４ ボイラ用燃料貯蔵所： 

燃料油サービスタンクＡ／Ｂ［ ］

６．Ｇ６ 工業用水施設：ろ過水貯槽［ ］、

飲料水貯槽［ ］、 

純水貯槽Ａ／Ｂ［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-7 

７．Ｇ６ 工業用水施設：飲料水増設貯槽［ ］

８．Ｇ７ Ｄ／Ｇ燃料油受入れ貯蔵所： 

燃料油貯槽タンクＡ／Ｂ／Ｃ／Ｄ［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-8 

９．Ｇ８ 先行用冷却水設備： 

冷却塔［ ］、膨張槽［ ］

10．Ｇ９ 運転予備用冷却水設備：冷却塔［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-9 

11．ＧＣ  ユーティリティ施設： 

冷却塔［ ］、膨張槽［ ］

12．ＧＣ ユーティリティ施設：

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-10 

１号／２号受電変圧器［MTB-T1/T2］

13．ＧＣ２ 第２ユーティリティ建屋：

３号／４号受電変圧器［MTB-T3/T4］

14．ＧＣ２ 第２ユーティリティ建屋：冷却塔Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄ

［ ］

については商業機密および核不拡散の観点から公開できません。



補 11-2-11 

15．Ｈ２Ｗ 新緊急時対策所：受水槽

16． G10 非常用電源建屋 冷却水設備：

冷却塔Ａ／Ｂ［ ］

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-12 

17.冷却水設備： 安 全 冷 却 水 Ａ冷 却 塔 ［ ］ 

（前 処 理 建 屋 北 東 地 上 へ移 設 予 定 ） 

18.冷却水設備： 安 全 冷 却 水 Ｂ冷 却 塔 ［ ］ 

に つ い て は 商 業 機 密 の 観 点 か ら 公 開 で き ま せ ん 。



補 11-2-13 

19.  使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 施 設 用 冷 却 水 設 備 ： 

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 Ａ／膨 張 槽 Ａ［ ］ 

20.  使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 施 設 用 冷 却 水 設 備  

安 全 冷 却 水 系 冷 却 塔 Ｂ／膨 張 槽 Ｂ［ ］ 

については商業機密および核不拡散の観点から公開できません。



補 11-2-14 

21.原水ポンプ建屋・貯水槽［ ］

22. 旧バッチャープラント・貯水地

以 上

については商業機密および核不拡散の観点から公開できません。
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屋外タンク等の溢水による影響評価

 溢水防護対象設備の設置されている溢水防護建屋外で溢水源

となりうる屋外タンク等を現場調査した。（屋外タンク等の容量

は，補足説明資料 11-1，屋外タンク等の配置は，補足説明資料

11-2 に示す。） 

その上で，屋外タンク等の破損による溢水による影響評価を行

った。 

１．評価結果 

第１表に示すとおり，再処理事業所の敷地内にある屋外タン

ク 等 が 破 損 し た と 評 価 し た 場 合 に お い て も ， 最 大 水 位 は 約

0.09m であり，溢水防護建屋の外壁に設置した扉等の開口部は

再処理事業所の敷地高さ EL.55.0m より 0.3m 高い EL.55.3m 以

上に設置されているため，屋外タンク等の溢水により溢水防護

対象設備に影響を及ぼすことはない。 

  なお，屋外の消火栓からの溢水量の算出に用いる放水流量は，

消防法施行令第十九条に規定される「屋外消火栓設備に関する

基準」により，消火栓１本からの放水流量を 350ℓ/min とし，

保守的に消火栓２本分の放水を溢水流量とする。 

仮に６時間放水した場合の溢水量は 252m3 であり，再処理事

業所の敷地浸水深は 0.001m 未満であることから，評価結果に

影響を与えるものではない。 
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第１表 評価結果

再処理事業所設置高さ(m) EL.+55.0 

許容浸水深(m)*1 0.3 

溢水防護建屋地表開口部高さ(m)*2 EL.+55.3 以上

溢水量(m3)*3 約 35,220 

評価面積(m2) *4 約 390,000 

浸水深(m) 約 0.09 

*1 ： 再 処 理 事 業 所 設 置 高 さ か ら 再 処 理 事 業 所 の 敷 地 レ ベ ル

EL.+55.0m を引いた値（設計床高さ）

*2：補足説明資料 11-4「屋外からの溢水経路について」参照。

*3：補足説明資料 11-1「屋外タンク等の容量について」参照。

*4：再処理事業所の敷地面積は約 3,900,000 m2 であるが，影響評

価範囲の面積設定にあたっては，溢水防護建屋付近の建物が密

集した範囲に絞り，平地（原野部）を除くことで保守的に設定

した。具体的には，第１図に示す影響評価範囲の面積（560,199 

m2）から建屋面積（165,905 m2）を減じた面積（約 390,000 m2）

を使用した。（第１図及び補足説明資料 11-2「屋外タンク等の

配置について」参照。）
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第１図 再処理事業所の敷地内溢水源配置と影響評価範囲

以 上

については核不拡散の観点から公開できません。
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